



中の登場人物名のひとつとしても知られている。 現在では、 この 「女三宮」を「オンナサンノミヤ」と読む場合が多いのであるが、 「ニョサンノミヤ」とする読み方もある。 「女三宮」の読み方としてはいずれが適切な読み方なのであろうか。　
先に、拙稿「匂宮はニオウミヤ─「宮」に「の」が上接しない例
─」 （ 『都大論究』第四四号、平成一九年六月）におい 、 『源氏物語』など中古和文の文学作品での 宮」に格助詞「の が上接しない例について次のようにまとめた。　
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の例は「おとこ宮」一例・ 「おとこみや」一例、 「女宮」の例は「女宮」一九例・ 「女みや」一例である とを確認したが、 「女宮」 オンナミヤ」と読まれていたようである。　
しかし、 「女三（の）宮」のように、内親王の序数詞を間に介す

















































第四版』 （鈴木一雄 ・ 外山映二 ・ 伊藤博 ・
小池清治）二〇一三年一月
⒀





 『全訳全解古語辞典（文英堂） 』 （山口堯二・鈴木日出男）二〇〇四年一〇月
⒄『古語林（大修館） 』 （林巨樹・安藤千鶴子）一九九七年一一月⒅『福武 辞典』 （井上宗雄・中村幸弘）一九八八年 月⒆『ベネッセ古語 中村幸弘）一九九七年 一月Ｂ














第二版 （小学館） 』 （北原保雄） 一九九六年一
月
㉔『小学館全文全訳古語辞典』 （北原保雄）二〇〇四年一月Ｃ



































 新・古語辞典』 （市古貞次編、昭和六一年一二月） ・
㉓ 『全訳古語例解辞典
　
第二版』 （北原保雄編、 平成八年一月） ・㉔ 『小
学館全文 辞典』 （北原保雄編、平成一六年一月）が挙げられる。しかし、いずれも見出し語の読みは「をんなさんのみや」である。　
調査範囲では、 「にょさんのみや」 を見出し語として立て、 かつ 「を



















































































































































底本は明融本。 旧版にあたる （３） の底本は大島本であったから、
同書新版の（６）では底本を変更したことになる。　（６） の凡例に漢字のルビについての言及はなく、 （６） の旧版 （３）の凡例６に相当する部分が（６）の凡例からは削除されてしまっているため、 『新編日本古典文学全集』にある凡例だけでは、活字化された当該本文を底本の 文に復元することは不可能となる。従って、底本の原文そのものを確認しない限り、 のテキストの読者は「をむなさん」という仮名書きが底本にあるものと誤解をしてしまうであろう。







































宮」という漢字表記であり、注釈書がルビ等で任意に処理している「をんなさんのみや」という読みを示すようなテキストはひとつもない。また、 『源氏物語』の写本には、朱点が施されているものがある。 『源氏物語』 テキスト研究においては、語彙についての書写者の語構成意識が朱点に現われることがあると考えられるので注意すべきである 明融本では、 「女三・宮」のように「女三」と「宮」の間に朱点があり、 「女三」を一語とみ 意識の こと うかがわれる。二、 『源氏物語大成』におけ 女〜（の）宮」　『源氏物語大成
　
索引篇』 での見出し語はすべて 「をんな〜のみや」














































なお、 『新編川柳大辞典』 （粕谷宏紀編、 平成七年九月、 東京堂出版）


























































































 みやきこしめし、いにしへ かしわきのゑもんの み、によさんの を、 の （ひ） とき
『朝㒵のつゆ』正保二年写本（一六四五年）
　　


















































































文篇』 （高知大学人文学部国語史研究会、昭和六一年、武蔵野書院）によると、 「男〜（の）宮」と「女〜（の 宮」の本文中で 表記は次のとおりである。　　
 おとこ二の宮（一例） 、おとこ三の宮（一例） ・おとこ三宮（一例） 、おとこ七宮（一例） 、おとこ九の宮（一例） 、おと 四五のみや（一例） 、おとこ六八のみや（一例）
　　
 女一の宮（五例） 、女二の宮（三例） ・女二宮（一一例） 、女三の宮（一例） ・女三宮（五例） 、女四宮（一例） 、女五宮（二例） 、女六 、 九 一例） 、女十宮（一例） 、女 宮二宮（一例） 、女七九十の宮（一例） 、御女一宮（一例） 、御 三宮（一例）





（の） 宮」 の例は、 この 『栄花物語』 以外には見あたら い。 「お （ ）んな〜（の）宮」 「お（を）む 〜（の）宮」のような仮名表記の例も見あたらなかった。 『日本国語大辞典』に「おとこいちのみや」 ・「おとこにのみや」 ・ 「おとこさんのみや」等の立項はない　






























また、 「によ二のみや」 ・ 「によ十の宮」という漢字仮名交じりの
表記が見え、室町時代には「女〜（の）宮」は「ニョ〜ノミヤ」と読まれていたことがわかる。　　






古注には、 「女一女二の宮」 ・ 「女二女三両宮」のように、複数の


















199 127 35 28 1 1 1 1 5 女三宮
135 10 5 6 7 31 22 7 32 14 1 女三の宮
1 1 女三みや









197 17 1 3 159 10 7 女三
60 25 20 6 9 女一宮
20 4 8 1 1 6 女一の宮
6 1 1 4 女一
80 32 8 8 1 5 25 1 女二宮
37 7 7 8 1 8 4 2 女二の宮
6 2 2 1 1 女二のみや
5 1 4 によ二のみや
98 3 1 1 93 女二
2 1 1 女四の宮
4 1 1 2 女五宮



























　「女‐一」 ・ 「女‐三」 ・ 「女‐四」のように「女」と序数詞とは朱点の「‐」で結ばれている。これは「落‐葉」 同様に、朱点で結ばれた上下の漢字を結びつけて一語としているということ　これを支持する類例として、 明融本の 「若菜上」 の当該箇所が 「女
三・宮」のように、 「女三」と「宮」の間に朱点が打たれていることが指摘できる。　
室町時代の当時、 「女〜（の）宮」の語構成意識は、 「女・三の宮」













保坂本の他の箇所では、 「女五宮」を「女このみや」 〈朝顔〉 、また



















































また、節用集によると、 「女御」の読みは「ニヨウゴ」 （饅頭屋本） ・

























 ） 「女三」は一語として認識されており、 「女三宮」の語構成意識は「女三・の・宮」であったと考えられる。
（４
































系』 第十四巻、 東京堂出版 滝沢馬琴 『頼豪阿闍梨怪鼠伝』 一七 （早稲田大学図書館蔵本） 、 『宴曲集』巻第三「源氏戀」 （岩波書店日本古典文学大系『中世近世歌謡集』七四頁） 宴曲集 巻第四「源氏」 （岩
波書店日本古典文学大系『中世近世歌謡集』八〇頁） 、 『朝㒵のつゆ』正保二年写本 （一六四五年） （ 『室町時代物語大成』 第一、 昭和四八年、角川書店） 、 『ふくろうのさうし』 （ 『室町時代物語大成』第十一、昭和五八年、 角川書店） 、 『玉勝間』 （ 『本居宣長全集』 第一巻 筑摩書房、一二三頁） 『栄花物語』 （岩波書店日本古典文学大系） 。注（１）






































省堂） 』 （金田一春彦）一九九五年二月、 『新選古語辞典
　
新版





室町編 （三省堂） 』 （室
町時代語辞典編修委員会）二〇〇〇年一二月。
（２）







事典』 （岡一男） 一九六四年一二月、 『源氏物語事典』 （三谷栄一一九七三年七月、 『源氏物語必携』 （秋山虔） 一九七八年一二月、『源氏物語 』 （秋山虔）一九八九年五 『源氏物 事典増補版』 （三谷栄一） 九九二年一〇月、 『常用源氏物 要覧』



























































 「にょうご」のアクセントの出典は、 『名目抄』室町末期〜江戸初期（ 『名目抄
　
声点付語意索引』上野和昭、一九九一年、
アクセント史資料研究会）と、 『平家正節』である。これは、主に江戸中期頃までのアクセントである。
（
10）
 『改訂新版
 古本節用集六種
 研究並びに総合索引』 （二〇〇九
年、勉誠出版）による。
【付記】　
本稿は、國學院大學
 国語研究会
 平成二四年度後期大会（平成
二四年十二月一日）において「女三宮はニョサンノミヤ」という題目で口頭発表した内容に加筆したものである。発表の席上で御指導を下さった先生方に御礼を申し上げる。
（あさかわ・てつや
　
首都大学東京）
